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業務委託

会津若松市

計１中学校、５部活動を地域移行
・きたあいづスポーツクラブに業務委託

・福島県剣道連盟若松支部が運営主体

計６中学校、１部活動を地域移行

地域移行における課題として、「運営団体の確保」「指導人材の確保」が挙げられる。また、現状としては少子化により、学校の各部活動に所属する生徒数も減少して
いることから、競技本来の楽しさを味わう機会が減少している現状がある。地域移行にあたっては、持続可能な部活動の実現を目指すために、「運営団体の確保」「指導
人材の確保」さらには「保護者や生徒の理解」など、多くの課題がある。

・ 福島県部活動改革検討委員会を開催（６月・２月）し、地域移行に向けた課題の共有と関係団体の連携の在り方を確認した。なお、令和５年度からは、部活
動の地域移行に関する協議会を新たに立ち上げ、課題解決に向けた協議を進めることを確認した。
・ 市町村の担当者を対象に、地域移行に関する説明会を7月に開催し、モデル地区や先進事例の紹介、近隣市町村との情報交換の機会を設定した。

会津若松市の取組では、市が調整役として学校と剣道連盟、総合型地域スポーツクラブをつなぐことで、円滑に活動が進められている。さらに、会場や指導者の確保等
も計画的に進められ、保護者への説明も実施できている。そのため、各市町村における連携の在り方について、非常に参考になる取組となっている。また、合同部活動での
剣道の取組では、専門的な指導を継続して実施できるため、昇段審査にチャレンジするなど、生徒の充実した活動につながっている。

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

・福島県部活動改革検討委員会を開催（６・２月）

・部活動の地域移行に関する説明会を開催（７月）

・部活動の地域移行に関するＱ＆Ａを発行（８・９月）

・【先生方向け】部活動の地域移行についてのチラシを発行（２月）

・学校部活動の在り方に関する方針を改定（３月）
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業務委託

会津クラブＵ１５（バスケットボール）

きたあいづスポーツクラブ（実施主体）

運営主体：会津若松市教育委員会 ／ きたあいづスポーツクラブ
活動場所：市立中学区体育館 ／ 北会津中学校区公共施設
指 導 者 ：地域指導者、部活動指導員
移動手段：徒歩、自転車、保護者送迎

責任主体：会津若松市教育委員会 ／ きたあいづスポーツクラブ
活動種目：剣道、バスケットボール、サッカー、卓球、ソフトボール、ソフトテニス
会 費 等 ：徴収無し
保  険 ：８００円（スポーツ安全保険）

指導者の紹介等の事業協力
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地域クラブ活動
へ参加

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

実際に地域移行を進めるにあたっては、「運営団体の確保」「指導人材の確保」「報酬等の経費」「練習会場の確保」等が課題として挙げられる。地域移行にあたって、
本市では、「地域とともに子どもを育てる」体制の構築を目的に取り組んでいるが、「学校の働き方改革」だけを目的にした場合、地域から理解を得られない場合があった。
今後、地域移行を持続可能な取組とするためには、目的及び地域の土台が課題となってくる。

・ 複数校が主体的に週末に合同の練習会（週末合同練習会）を実施することにより、地域移行にかかる人材を確保するとともに、生徒数減少に対応した部活動の活
性化を図ることができた。毎週1回程度総合型地域スポーツクラブが運営主体となり、学校と連携し休日の部活動を地域に移行するとともに、地域スポーツの活性化を図
ることができた。

第一中、第二中、第四中、第五中、第六中、一箕中

指導依頼

福島県剣道連盟若松支部（剣道）

週末地域剣道
教室へ参加

きたあいづスポーツクラブ登録団体
（サッカー、卓球、ソフトボール、ソフトテニス）
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